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官官
民民
連連
携携
でで
新新
たた
なな

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル

昨
年
の
上
下
水
道
事
業
の

動
向
に
つ
い
て
、「
宮
城
県

山
元
町
の
上
下
水
道
事
業
包

括
委
託
業
務
や
愛
媛
県
四
国

中
央
市
の
中
田
井
浄
水
場
等

更
新
整
備
・
運
営
事
業
を
受

託
し
た
ほ
か
、
新
潟
市
水
道

局
が
管
理
す
る
全
浄
水
場
の

運
転
監
視
業
務
な
ど
、
新
た

な
官
民
連
携
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
出
始
め
て
き
た
こ
と

が
印
象
深
い
で
す
ね
」
と
水

ｉ
ｎ
ｇ
の
水
谷
社
長
は
振
り

返
る
。「
国
内
で
は
、
こ
の

よ
う
な
包
括
的
な
案
件
は
ま

だ
ま
だ
少
な
く
、
官
民
連
携

事
業
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
要
因
の
一
つ
に
は
、
民
間

側
か
ら
事
業
体
に
対
し
、
積

極
的
な
提
案
を
し
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
積
極
的
に
官
民

連
携
事
業
の
方
策
を
提
案
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
指
摘

す
る
。

水
道
事
業
体
の
現
状
は
、

人
口
減
少
に
伴
う
財
政
の
逼

迫
、職
員
数
の
減
少
、施
設
の

老
朽
化
な
ど
の
課
題
を
抱

え
、
事
業
の
持
続
に
向
け
て

官
民
連
携
の
推
進
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。
水
ｉ
ｎ
ｇ

で
は
、
豊
富
な
経
験
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
様
々
な
Ｐ

Ｐ
Ｐ
事
業
に
加
え
、
平
成
�

年
に
は
広
島
県
と
共
同
出
資

し
た
全
国
初
の
民
間
主
体
に

よ
る
水
道
事
業
運
営
会
社
を

設
立
す
る
な
ど
、
官
民
連
携

の
先
進
モ
デ
ル
を
創
出
し
て

き
た
。「
水
み
ら
い
広
島
に

つ
い
て
は
、
設
立
時
か
ら
業

容
の
拡
大
を
目
標
に
し
て
き

ま
し
た
が
、
県
内
市
町
へ
の

拡
張
、
業
務
内
容
の
拡
大
を

図
る
な
ど
、
順
調
に
展
開
し

て
い
ま
す
」
と
成
果
を
話

す
。水

み
ら
い
広
島
で
は
、
広

島
西
部
地
域
水
道
用
水
供
給

事
業
の
指
定
管
理
者
に
選
定

さ
れ
た
の
に
続
き
、
昨
年
４

月
か
ら
沼
田
川
工
業
用
水
道

・
沼
田
川
水
道
用
水
供
給
水

道
事
業
の
指
定
管
理
者
に
か

か
る
業
務
、
呉
市
上
下
水
道

局
宮
原
浄
水
場
等
運
転
管
理

業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

「
日
本
全
体
で
人
材
育
成

と
技
術
継
承
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水
み

ら
い
広
島
で
は
官
民
連
携
で

業
務
を
行
う
だ
け
で
は
な

く
、
人
材
の
確
保
・
育
成
を

行
う
体
制
も
構
築
し
て
い
ま

す
。
同
社
に
は
新
卒
者
が
入

社
し
始
め
て
お
り
、
こ
れ
も

大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
」
と
強
調
す
る
。

水
谷
社
長
は
「
事
業
体
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
そ
の
ニ

ー
ズ
を
追
求
し
、
地
域
に
最

適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
継
続
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
る
。

ＦＦ
ＩＩ
ＴＴ
をを
活活
用用
しし
たた

消消
化化
ガガ
スス
発発
電電
事事
業業

をを
推推
進進

一
方
、
下
水
道
分
野
で
は

昨
年
�
月
か
ら
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制

度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
し
た

民
設
民
営
方
式
に
よ
る
消
化

ガ
ス
発
電
事
業
を
、
山
形
県

鶴
岡
市
と
茨
城
県
守
谷
市
で

開
始
。そ
の
後
、岩
手
県
と
も

同
事
業
の
基
本
協
定
を
締
結

し
た
。
下
水
汚
泥
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
活
用
、
環
境
負
荷
の

低
減
、
自
治
体
の
新
た
な
収

益
創
出
が
図
れ
る
先
進
的
な

事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。「

国
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
推
進
を
主
導

し
て
い
ま
す
が
、
太
陽
光
や

風
力
に
よ
る
発
電
は
、
気
象

変
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
下
水

汚
泥
な
ど
か
ら
発
生
す
る
消

化
ガ
ス
は
、
安
定
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
も
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
お
り
、
国
全
体
で
現
在

２
Ｍ
Ｗ
あ
る
発
電
量
を
、
今

後
�
Ｍ
Ｗ
ま
で
増
や
す
方
針

で
す
。
当
社
も
消
化
ガ
ス
発

電
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

ま
た
、
平
成
�
年
に
は
国

交
省
の
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
「
神
戸
市
東
灘

処
理
場

栄
養
塩
除
去
と
資

源
再
生
（
リ
ン
）・
革
新
的

技
術
実
証
事
業
」
が
採
択
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
、
下
水
汚

泥
か
ら
回
収
し
た
Ｍ
Ａ
Ｐ

（
リ
ン
）
を
使
用
し
た
肥
料

が
、
市
内
の
耕
地
で
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
栽
培
に
活
用
さ
れ

た
。「
資
源
を
地
域
で
循
環

す
る
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
に

合
っ
た
資
源
循
環
の
あ
り
方

を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と

す
る
。

さ
ら
に
昨
年
度
の
Ｂ
―
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
仙

台
市
と
共
同
提
案
し
た
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
劣
化
診
断

技
術
お
よ
び
設
備
点
検
技
術

実
証
事
業
」
が
採
択
。「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
と
セ
ン
サ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
で
設
備
の
状
態

や
日
々
の
点
検
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
見
え
る
化
し
、

設
備
の
劣
化
診
断
・
予
測
を

行
い
、
技
術
継
承
や
財
政
逼

迫
の
問
題
を
抱
え
る
事
業
体

を
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

国国
内内
外外
でで
新新
たた
なな
ソソ

リリ
ュュ
ーー
シシ
ョョ
ンン
ビビ
ジジ

ネネ
スス
をを
展展
開開

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
実
に
遂

行
し
て
い
く
た
め
の
技
術
開

発
を
進
め
て
い
く
と
い
う
。

「
当
社
設
備
を
納
入
し
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
託
し

て
い
る
事
業
体
を
中
心
に
、

Ｏ
＆
Ｍ
か
ら
更
新
ま
で
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
提
案
を
行

い
た
い
。
当
社
に
は
神
奈
川

県
藤
沢
市
に
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
、
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に

薬
品
技
術
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
低
減
に
資
す
る

水
処
理
技
術
や
既
存
施
設
の

運
転
に
影
響
を
与
え
な
い
更

新
技
術
・
工
法
、
そ
し
て
、

維
持
管
理
の
現
場
で
蓄
積
し

た
当
社
な
ら
で
は
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
施
設
や
装
置

の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す

る
、
最
適
な
薬
品
の
開
発
に

注
力
し
て
い
く
方
針
で
す
」

と
話
す
。

一
方
、
海
外
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
地
化
を
推
進
し
な

が
ら
、
事
業
拡
大
を
図
る
方

針
だ
。

「
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か

け
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ン
フ
ッ

ク
省
で
水
道
施
設
、
フ
エ
市

で
下
水
道
施
設
の
整
備
を
続

け
て
受
注
し
、
同
国
で
の
上

下
水
道
受
注
案
件
は
�
件
に

な
り
ま
す
。
中
で
も
フ
エ
市

下
水
道
整
備
案
件
は
、
施
設

の
設
計
・
建
設
だ
け
で
な
く

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
案
件
と
な
っ

て
お
り
、
当
社
が
長
年
同
国

で
培
っ
た
施
工
技
術
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
技
術
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で

す
。
こ
の
実
績
は
当
社
に
と

っ
て
海
外
展
開
の
新
た
な
一

歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と

語
る
。

最
後
に
水
谷
社
長
は
「
水

ｉ
ｎ
ｇ
に
社
名
変
更
し
て
か

ら
、
４
月
で
５
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
�
年
以
上
に
わ

た
り
国
内
外
で
水
イ
ン
フ
ラ

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
伝
統

・
歴
史
の
上
に
現
在
の
当
社

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
当
社

が
関
わ
っ
た
事
業
の
歴
史
や

技
術
を
、
改
め
て
当
社
の
社

員
に
理
解
し
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
行
い
、
足
元
を
固
め

た
上
で
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
力

を
込
め
る
。

正
月
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
は
「
毎
年
、
ラ
グ
ビ
ー
の

全
国
大
学
選
手
権
大
会
や
箱

根
駅
伝
を
観
に
行
き
ま
す

ね
」
と
話
す
。

継継
手手
一一
筋筋
のの
メメ
ーー
カカ

ーー
とと
しし
てて

企
業
の
特
色
を
尋
ね
る
と

「
当
社
は
創
立
以
来
、
継
手

一
筋
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
」
と
の
言
葉
か
ら
継
手
専

門
企
業
と
し
て
の
責
任
感
を

感
じ
る
。
日
本
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ッ
ク
は
昭
和
４
年
に
英
国
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
、
久
保
田

鉄
工
所
（
現
㈱
ク
ボ
タ
）、

浅
野
物
産
（
現
丸
紅
㈱
）
な

ど
の
出
資
に
よ
り
創
立
さ
れ

た
。「
当
時
は
炭
鉱
の
配
管

を
中
心
に
継
手
が
使
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
多
岐
に

わ
た
り
、
特
に
水
道
事
業
で

は
浄
水
場
お
よ
び
配
水
管
路

と
ポ
ン
プ
場
に
多
数
使
用
さ

れ
、
配
管
技
術
の
向
上
の
一

翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
」
と
の
こ
と
。

同
社
の
主
力
製
品
の
継
手

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ッ
ク
ジ
ョ
イ

ン
ト
』
に
話
が
及
ぶ
と
実
物

を
持
ち
だ
し
、
製
品
の
特
徴

に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
く
説
明
す

る
。「
組
み
立
て
が
容
易
で
、

あ
る
程
度
の
曲
げ
と
伸
縮
が

と
れ
る
の
が
特
徴
で
す
」。

さ
ら
に
、「
パ
イ
プ
と
パ
イ

プ
の
間
に
ゴ
ム
リ
ン
グ
を
入

れ
て
は
さ
み
ま
す
が
、
こ
れ

が
重
要
で
当
社
の
関
連
会
社

の
六
菱
ゴ
ム
が
生
産
し
て
い

ま
す
」
と
協
力
体
制
を
語

る
。
六
菱
ゴ
ム
は
日
本
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ッ
ク
よ
り
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
り
大
正
�
年
に
創
立

さ
れ
た
老
舗
企
業
だ
。
和
田

社
長
は
日
本
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ッ

ク
と
六
菱
ゴ
ム
の
社
長
を
兼

ね
て
い
る
。
六
菱
ゴ
ム
独
自

の
シ
ー
ル
は
製
鉄
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
機
械
プ
ラ
ン
ト
、
造

船
、
土
木
な
ど
幅
広
い
分
野

に
納
入
さ
れ
て
い
る
。

顧顧
客客
ニニ
ーー
ズズ
にに
応応
ええ

てて
製製
品品
開開
発発

２
０
１
５
年
は
、
火
山
活

動
の
活
発
化
に
よ
る
地
震
・

噴
火
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る

豪
雨
災
害
と
自
然
災
害
が
多

く
発
生
し
た
。「
災
害
は
、

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

と
い
う
教
え
を
実
感
し
た
年

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
災
害
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
災
害
が
起
き
て
も
水
道

を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
安
全
で
安
心
な
水
道

に
継
手
で
少
し
で
も
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

の
思
い
を
語
る
。

水
道
界
で
は
東
日
本
大
震

災
後
に
提
言
さ
れ
た
国
土
強

靭
化
や
、
持
続
可
能
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
構
築
の
た
め
の

耐
震
補
強
事
業
が
本
格
的
に

始
動
し
て
き
た
。
日
本
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、

耐
震
補
強
工
事
と
そ
の
関
連

製
品
の
販
売
が
増
加
し
て
い

る
。
関
連
製
品
に
つ
い
て
は

「
災
害
に
強
く
・
持
続
可
能

な
性
能
の
あ
る
伸
縮
可
と
う

管
の
継
続
的
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
盤
の

液
状
化
に
追
従
で
き
る
大
伸

長
型
伸
縮
可
と
う
管
『
Σ
Ｅ

Ｘ
型
』、
既
設
伸
縮
可
と
う

管
の
耐
震
補
強
継
手
『
リ
ペ

ア
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
リ
ー

ズ
』
の
調
査
・
販
売
・
取
り

付
け
施
工
、
ま
た
伸
縮
可
と

う
管
の
販
売
だ
け
で
は
無

く
、
そ
の
性
能
を
維
持
・
管

理
で
き
る
事
を
目
的
と
し
た

変
位
計
測
装
置
『
ヴ
ィ
ク
セ

ン
サ
ー

』
の
開
発
で
す
」

と
紹
介
す
る
。
製
品
開
発
の

根
底
に
あ
る
の
は
、「
常
に

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な

が
ら
、
官
民
協
力
の
も
と
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
れ
る
こ

と
」
と
の
こ
と
だ
が
、
信
頼

を
得
る
た
め
の
努
力
を
怠
っ

て
い
な
い
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
茨

城
県
企
業
局
鰐
川
浄
水
場
で

は
、
液
状
化
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
た
。
長
周
期
地
震
動

に
よ
り
伸
縮
可
と
う
管
も
被

害
が
出
た
が
、
な
ぜ
被
害
が

起
き
た
か
を
説
明
会
で
包
み

隠
さ
ず
話
す
こ
と
に
し
て
い

る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
顧
客

の
信
頼
が
得
ら
れ
る
と
い

う
。
被
害
を
受
け
て
開
発
し

た
大
伸
長
型
伸
縮
可
と
う
管

『
Σ
Ｅ
Ｘ
型
』は
、茨
城
県
の

鰐
川
浄
水
場
に
導
入
さ
れ
て

お
り
、「
次
に
東
日
本
大
震
災

ク
ラ
ス
の
地
震
が
き
て
も
大

丈
夫
で
す
」と
心
強
く
語
る
。

ま
た
、
宮
城
県
企
業
局
で

は
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
伸
縮
可
と
う
継
手
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
対
象
と

な
る
伸
縮
可
と
う
継
手
を
掘

削
し
て
、
変
位
状
態
を
実
測

で
調
査
し
、
デ
ー
タ
を
基
に

緊
急
度
合
に
応
じ
た
耐
震
補

強
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
再
掘
削
で
の
定

期
的
な
調
査
・
点
検
は
、
時

間
や
コ
ス
ト
の
ロ
ス
が
大
き

く
、
対
策
と
し
て
、
伸
縮
可

と
う
継
手
の
監
視
方
法
の
改

善
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
昨
年
か
ら
研
究
開

発
し
た
の
が
変
位
計
測
装
置

『
ヴ
ィ
ク
セ
ン
サ
ー

』
で

す
。
耐
震
補
強
の
優
先
順
位

の
決
定
や
基
礎
デ
ー
タ
収
集

の
た
め
に
必
要
な
、
そ
の
都

度
の
掘
削
調
査
費
の
削
減

に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
顧

客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
製
品

開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
官

民
連
携
の
成
果
が
出
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
製
品

は
コ
ン
サ
ル
、
ゼ
ネ
コ
ン
か

ら
も
評
判
が
よ
く
、
宮
城
県

企
業
局
、
仙
台
市
水
道
局
で

６
カ
所
採
用
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。

安安
心心
、、
安安
全全
、、
品品
質質

向向
上上
にに
努努
めめ
るる

２
０
１
６
年
の
抱
負
を
聞

く
と
「
安
心
・
安
全
を
常
に

徹
底
し
、
品
質
向
上
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
製
品
の
開
発
・

改
善
・
改
良
を
継
続
実
施
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。
ま

た
、
民
間
へ
の
耐
震
化
・
施

設
更
新
へ
の
貢
献
も
進
め
て

い
く
。「
電
力
事
業
や
各
種

工
場
に
も
、
多
く
の
管
路
が

あ
り
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
の
必
要
性
や
耐

震
化
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
補
修
・
耐
震
補
強

継
手
に
は
、
多
く
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
と
考
え
、
提
案
を
推

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

耐
震
補
強
を
軸
に
進
め
る
考

え
だ
。
こ
の
た
め
官
民
に
対

し
て
は
「
説
明
会
を
積
極
的

に
開
催
し
て
、
既
設
伸
縮
可

と
う
管
の
耐
震
補
強
の
方
法

や
、
技
術
提
案
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
」
と
精

力
的
に
活
動
し
て
い
く
。

現
在
、
水
道
界
が
抱
え
て

い
る
大
き
な
課
題
は
、
老
朽

化
し
た
施
設
、
管
路
の
耐
震

・
更
新
事
業
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
。
こ
の
ス
ピ
ー
ト
を

上
げ
て
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。「
当
社
と
し
て
は
費
用

や
工
期
に
対
し
て
、
効
率
良

く
で
き
る
耐
震
補
強
関
連
製

品
や
、
継
手
の
継
続
的
監
視

・
性
能
の
見
え
る
化
が
可
能

な
変
位
計
測
装
置
『
ヴ
ィ
ク

セ
ン
サ
ー

』
を
提
案
し
て

い
き
ま
す
。
耐
震
補
強
は
官

民
一
体
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
今
後
も
水
関
連
総
合

メ
ー
カ
ー
と
し
て
全
力
で
協

力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
力

を
込
め
る
。

正
月
の
過
ご
し
方
は
、
以

前
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
い
た

が
、
最
近
は
家
族
と
の
ん
び

り
過
ご
す
と
の
こ
と
。
ま

た
、「
１
月
初
め
に
は
恒
例

行
事
と
し
て
安
全
祈
願
に
行

き
、
１
年
の
安
全
・
無
事
を

お
願
い
し
て
き
ま
す
」
と
話

す
。
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日本ヴィクトリック

水ing社長

水 谷 重 夫氏

官民連携事業の方策を積極提案

社名変更から５年の節目

お客様のニーズに応える

耐震化に全力で取り組む
日本ヴィクトリック社長

和 田 剛 二氏

２０１６年（平成２８年）１月１日（金曜日）

産産業業界界トトッッププにに聞聞くく

官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

（６）特 集（週二回月・木曜日発行）２０１６年（平成２８年）１月１日（金曜日）第５０４６号 第３種郵便物認可


